
次
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 最

初
は 

運
河
ク
ル
ー
ズ 

江
戸
文
化
の
中
心
地
、
日
本
橋 

下
の
桟
橋
か
ら
12

時
30

分
、
小 

型
船
に
乗
船
。
日
本
橋
川
を
下
る 

【
コ
ー
ス
は
右
下
を
参
照)

】。
日 

本
橋
川
は
現
在
、
高
速
道
路
の
高 

架
が
ほ
ぼ
全
区
間
、
川
の
真
上
を 

覆
っ
て
お
り
、
大
変
惨
め
な
状
況 

だ
。
だ
が
江
戸
時
代
、
築
地
市
場 

の
前
身
、
魚
河
岸
が
日
本
橋
の
た 

 
 

 
 

 
 

            

        

も
と
に
あ
っ
て
、大
変
な
賑
わ
い
で

繁
盛
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。 

私
た
ち
は
海
抜
０
㍍
の
視
点
で

川
の
両
岸
に
拡
が
る
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
景
色
を
満
喫
。心
地
よ
い
川
風

を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、橋
の
歴
史
博

物
館
と
い
わ
れ
る
隅
田
川
へ
。そ
し

て
「
清
洲
橋
（
国
の
重
文
）
＋
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
」の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

抜
け
、江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
小
名

木
川
の
江
東
区
内
部
の
河
川
エ
リ

ア
に
入
っ
た
。 

小
名
木
川
途
中
の
、「
新
小
名
木

川
水
門
」と
パ
ナ
マ
運
河
の
ミ
ニ
版

【
閘
門
（
こ
う
も
ん
）
※
船
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
】
を
通
過
し
て
、
水
門
と

閘
門
の
違
い
を
実
体
験
す
る
。そ
の

後
、
再
び
隅
田
川
に
戻
り
「
永
代
橋

（
国
の
重
文
）
＋
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

を
遊
覧
し
て
、江
戸
城
の
石
垣
・
堀
・

水
路
跡
を
色
濃
く
残
す
亀
島
川
へ

と
遡
上
し
て
、日
本
橋
の
桟
橋
に
た

ど
り
着
い
た
。 

 

                 

館
内
は 

貨
幣
お
よ
び 

貨
幣
に
関
す
る 

歴
史
的
、
文
化
的
な 

資
料
を
収
集
・
保
存
し
て 

調
査
研
究
を
進
め
つ
つ
、だ
れ
で
も

無
料
で
一
般
に
公
開
し
て
い
る
。 

 

博
物
館
で
は
、日
本
貨
幣
史
に
関

す
る
展
示
を
通
し
て
、お
金
の
本
当

の
意
味
は
。
ま
た
、
お
金
が
ど
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
、使
用
さ
れ
た
の

か
、そ
し
て
お
金
の
価
値
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
が
な
ぜ
大 

                

切
な
の
か
等
々
が
、さ
ま
ざ
ま
な
形

で
展
示
し
て
あ
り
、
興
味
深
い
。 

  
 

日
本
橋
を
挟
ん
で
、
大
規
模
再
開

発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、今
年
度

で
大
枠
、
竣
工
す
る
と
い
う
。 

今
夏
、「

 
 

」を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
て
お
り“
五
感
で
楽
し
む
江
戸
の

涼
” 

を
皆 

で
楽 

し
ん 

だ
。 
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梅
雨
明
け
を
思
わ
せ
る
晴
天
日
の
７
月
１７
日(

月)

10
時
45
分
。
大
宮
駅

コ
ン
コ
ー
ス
に
は
史
跡
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
５
人
が
集
合
し
た
。
今
回
の

“
史
跡
め
ぐ
り
”
は
、
東
京 

日
本
橋
界
隈
の
散
策
と
運
河
め
ぐ
り
が
メ
イ

ン
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

最
初
は
日
本
橋
の

た
も
と
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
り
、
２
時
間
少
々
の
運
河
め
ぐ
り
探
検
ク
ル

ー
ズ
に
。
そ
の
後
、
日
本
銀
行
内
の
貨
幣
博
物
館
を
訪
問
。
お
わ
り
は
、
大

規
模
再
開
発
が
竣
工
間
近
の
超
高
層
ビ
ル
群
を
散
策
し
た 

 

温
故
知
新
の
街
並
み
を
メ
ン
バ
ー
は
、
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
た
。 

 

な
ど 

船
と 

 

で 

東京『運河めぐり 探検クルーズ』コース 

日本橋を出発～湊橋～豊海橋～清洲橋（隅田川）～     

萬年橋～小名木川水門～高橋～扇橋閘門（通過体験）～小

名木クローバー橋付近で反転～扇橋閘門（通過体験）～  

清洲橋（隅田川）～永代橋 ～ 亀島川 ～ 江戸橋～日本橋

に到着 

 

運河探検クルーズ 日本銀行貨幣博物館 日本橋の街並み をめぐる 

運河めぐりコース 

クルーズ船 

日
本
銀
行
貨
幣
博
物
館 

    

    

終
り
は 

 

日
本
橋
の
街
並
み 

 

ECO EDO 日本橋 

運河めぐり探検クルーズ 


